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■開催期間	 平成27年	7月18日（土）～8月23日（日）	会期中無休
■開館時間	 午前9時～午後5時（展示室への入室は午後4時30分まで）

■観 覧 料	
特別展 	一般1,000円（800円）　大学生800円（640円）　小・中・高生300円（240円）　※（　）内は団体料金、20名以上

常設展 	一般300円（240円）　大学生240円（190円）　高校生以下無料　※（　）内は団体料金、20名以上

特別展・常設展セット料金 	一般1,040円　大学生830円

●主催／石川県立歴史博物館　●共催／北國新聞社　●企画／東映株式会社　●企画コーディネート／米山	淳一　●協力／JR西日本
●	展示協力／	星	溢子　花上	嘉成　関田	克孝　二階堂	行宣　川島	教昭　中野	英則　倉繁	聡　鈴木	康太郎　㈲モデルシーダー　杉本	憲一　名取	紀之　
　　　　　　鈴木	洋　長浜鉄道スクエア
●後援／北陸放送　テレビ金沢　エフエム石川　ラジオかなざわ　ラジオこまつ　ラジオななお　金沢ケーブルテレビネット

関連行事

講演会

	 ①7月19日（日）　午後1時30分～　1時間30分程度
	 		「光り輝く新幹線の時代」
	 　講師　米山	淳一氏（「大鉄道展」企画プロデューサー）
	 ②8月1日（土）　午後1時30分～　　1時間程度
		 		「12泊13日の江戸から2時間半の東京へ」
	 　講師　谷口	昭夫氏（元JR西日本　金沢駅長）

	 いずれもワークショップルーム
※	聴講無料　事前申込不要　先着80名

日時

会場

展示解説

	 ①7月18日（土）　午前10時～　1時間程度
	 　講師　米山	淳一氏

	 ②8月8日（土）午後1時30分～　1時間程度
	 　講師　当館学芸員

	 いずれも特別展会場
※	要観覧料　事前申込不要

日時

会場

大
鉄
道
展

夏季特別展 リニューアルオープン記念・北陸新幹線金沢開業記念

開業当日の北陸新幹線
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１
、�

な
ぜ
北
陸
で
新
幹
線
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し
た
大
鉄
道
展
？

　　

本
年
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
三
月
十
四
日
に
開
業

し
た
北
陸
新
幹
線
は
首
都
圏
と
金
沢
を
わ
ず
か
二
時
間
三
〇

分
余
り
で
結
び
、
地
域
経
済
や
文
化
の
発
展
に
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

北
陸
の
都
市
・
金
沢
を
中
心
と
し
た
北
陸
本
線
の
歴
史
は

古
く
、
明
治
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
一
八
八
二
（
明
治
十

五
）
年
に
長
浜
―
柳
ケ
瀬
の
開
業
に
端
を
発
し
た
北
陸
本
線

は
、
敦
賀
、
福
井
を
経
て
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
に
は

金
沢
に
到
達
し
て
い
ま
す
。
翌
年
に
は
富
山
駅
が
開
業
し
、
関

西
方
面
と
鉄
道
で
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
一
一
七
年
を
数
え

る
足
跡
は
ま
さ
に
地
域
発
展
の
礎
で
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
、
東
海
道
新
幹
線
が
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た

が
、
こ
の
新
幹
線
を
支
え
た
シ
ス
テ
ム
に
、
国
鉄
の
「
交
流
電

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が

あ
り
ま
す
。
高
速
で

運
行
す
る
新
幹
線
に

は
、そ
れ
ま
で
の
電
車

と
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
電
力
が
必
要

で
あ
り
、
そ
れ
を
支

え
た
の
が
交
流
電
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し

た
。
そ
し
て
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、仙
山

線
（
仙
台
―
作
並
間
）

で
始
ま
り
ま
し
た
が
、

実
用
は
北
陸
本
線
で

花
開
き
、
東
海
道
新
幹
線
へ
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。
新

幹
線
に
と
っ
て
北
陸
本
線
は
、
い
わ
ば
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

存
在
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

今
回
、
大
鉄
道
展
で
は
、
北
陸
本
線
の
歴
史
や
生
活
文
化
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
世
界
に
誇
る
我
が
国
独
自
の
新
幹
線
シ

ス
テ
ム
の
魅
力
を
余
す
こ
と
な
く
、
親
・
子
・
孫
な
ど
三
世
代

に
わ
た
っ
て
、
多
く
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
最
良
の

場
と
す
る
も
の
で
す
。

２
、
展
示
の
み
ど
こ
ろ
は
？

①
新
幹
線
と
デ
ザ
イ
ン

　

北
陸
新
幹
線
車
両
の
「
か
が
や
き
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
デ

ザ
イ
ン
の
優
美
さ
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、「
車
両
デ
ザ
イ

ン
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、
東
海
道
新
幹

線
０ゼ
ロ

系
電
車
か
ら
で
し
た
。
当
時
発
売
さ
れ
た
開
業
記
念
タ

バ
コ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
は
、
東
海
道
新
幹
線
の
デ
ザ
イ
ン
が

広
く
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
開
業
記
念

の
マ
ッ
チ
に
は
、
高
速
で
走
行
す
る
新
幹
線
の
〝
残
像
〟
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
す
。

②
星ほ
し

晃あ
き
らコ
ー
ナ
ー

　

富
山
県
出
身
で
、
０
系
新
幹
線
な
ど
数
多
く
の
車
両
を
設
計

し
た
星
晃
氏
の
仕
事
を
パ
ネ
ル
な
ど
で
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。

０
系
新
幹
線
は
、
星
氏
に
よ
る
と
「
贅
沢
で
は
な
い
車
両
」
で

し
た
。
い
わ
ば
、
よ
り
安
全
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
お
客
様
を
運

ぶ
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
車
内
設
備

に
関
し
て
格
段
に
改
善
さ
れ

た
点
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、「
ト
イ
レ
」
で
す
。
設
計

に
携
わ
っ
た
星
氏
も
一
番
苦

労
し
た
の
は
「
ト
イ
レ
」
と

言
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

新
幹
線
で
は
、従
来
の
垂
れ
流

し
で
は
な
く
、「
タ
ン
ク
式
」

を
採
用
し
て
い
る
の
が
最
大

の
特
徴
だ
か
ら
で
す
。
も
し
、

時
速
二
百
㎞
を
超
え
る
高
速

度
で
垂
れ
流
し
た
ら
ど
う
な

る
か
。
ご
想
像
に
お
任
せ
し

ま
す
が
、沿
線
か
ら
の
苦
情
殺

到
で
即
、
運
行
中
止
に
な
る
の
は
確
実
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

当
時
の
欧
米
各
国
で
運
行
さ
れ
て
い
た
列
車
で
も
、
ト
イ
レ
は

ま
だ
垂
れ
流
し
が
主
流
で
し
た
。
新
幹
線
の
タ
ン
ク
式
ト
イ

レ
が
い
か
に
画
期
的
な
発
明
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

展
示
に
は
、
新
幹
線
の
歴
史
以
外
に
も
、
現
在
は
廃
線
と

な
っ
た
県
内
私
鉄
路
線
の
な
つ
か
し
の
資
料
を
展
示
し
た

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

３
、
楽
し
い
体
験
イ
ベ
ン
ト
は
？

　

展
示
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

五
イ
ン
チ
の
レ
ー
ル
の
上

を
、〝
て
ト
ロ
〟（
手
ま
わ
し
ト

ロ
ッ
コ
）
に
乗
っ
て
、
自
分

の
手
で
ハ
ン
ド
ル
を
ま
わ
し
て

走
っ
て
み
る
も
の
で
す
。
日
曜

日
限
定
で
、
中
庭
に
て
乗
車
体

験
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
駅
員

の
制
服
を
着
て
写
真
を
撮
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
記
念
撮
影
を
ど
う
ぞ
。

北陸新幹線開業の日の金沢駅

星晃コーナー
写真はイメージです

てトロ乗車体験
写真はイメージです

大
鉄
道
展

夏
季
特
別
展

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
・
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
記
念

東海道新幹線開業記念タバコ
「ピース」（昭和39年）米山淳
一氏所蔵。
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展示室からTopics

Information

能
登
の
塩
作
り
模
型

　

こ
の
模
型
は
、
郷
土
資
料
館
か
ら

歴
史
博
物
館
に
な
る
一
九
八
六
（
昭

和
六
十
一
）
年
に
制
作
し
た
も
の
で

す
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
近

世
の
村
の
展
示
の
中
心
と
し
て
再
生

さ
せ
ま
し
た
。
Ｃ
Ｇ
や
映
像
を
駆
使

し
た
動
き
の
あ
る
展
示
が
多
い
中
、

着
色
し
て
い
な
い
ホ
ワ
イ
ト
模
型
で

す
が
、
人
の
姿
や
表
情
、
塩
釜
の
あ

る
小
屋
の
板
壁
、
塩
田
の
廻
縁
な
ど
、
三
十
年
前
の
職
人
の
技
術
力
は
今
で
も
輝
い
て
見

え
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
ヤ
ー
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
…
？

　

四
月
十
七
日
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
以
来
、テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
例
年
の
約
二
倍
、
七
月
一
日
現
在
で
五
万
人
を
越
え
る
皆
様

に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
！
少
し
意
外
だ
っ
た
の
が
、
こ
こ
最
近
、
博
物
館
で
の
企
業

の
テ
レ
ビ
C
M
の
撮
影
、
結

婚
式
の
前
撮
り
な
ど
の
依

頼
が
多
い
こ
と
で
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
内

装
も
外
装
も
ピ
カ
ピ
カ
の

赤
レ
ン
ガ
建
物
で
の
記
念

撮
影
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ

う
し
て
皆
様
に
親
し
み
を

持
っ
て
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。

サ
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク　
７
月
31
日（
金
）
～
８
月
９
日（
日
）

８
月
３
日（
月
）

常
設
展
無
料
入
館
日

８
月
６
日（
木
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ	

日
本
最
古
の
お
金「
富
本
銭
」を
つ
く
ろ
う
！

①
10
時	

②
10
時
30
分	

③
11
時	

④
14
時	

⑤
14
時
30
分	

⑥
15
時

※
参
加
無
料
／
定
員
各
回
6
名
／
要
申
込
／
電
話
で
受
付
中
／

先
着
順

８
月
７
日（
金
）・
８
日（
土
）
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
伴
う
夜
間
延
長
開
館
（
21
時
ま
で
）

＊
詳
し
く
は
「
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

７
月
23
日（
木
）
古
文
書
講
座
（
前
期
3
回
の
う
ち
第
1
回
）

「
藩
船
威
徳
丸
出
帆　
︱
「
加
藤
家
文
書
」
よ
り
」

（
資
料
課
長　
濱
岡
伸
也
）

７
月
24
日（
金
）
学
芸
員
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

「
古
代
の
お
触
書
と
農
民
の
暮
ら
し
」（
学
芸
主
任　
三
浦
俊
明
）

８
月
15
日（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
廻
船
問
屋
と
日
本
海
」（
資
料
課
長　
濱
岡
伸
也
）

８
月
21
日（
金
）
学
芸
員
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

「
揚
浜
塩
田
の
塩
作
り
」（
学
芸
主
幹　
戸
澗
幹
夫
）

９
月
５
日（
土
）
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

「
お
太
子
さ
ま
が
現
れ
た
︱
心
霊
出
現
騒
動
記
︱
」

（
学
芸
課
長　
大
門
哲
）

◇
開
講
時
間	

13
時
30
分
～

◇
会　
　
場	

れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
古
文
書
講
座
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ル
ー
ム

	
	

学
芸
員
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
…
展
示
室
ほ
か

◇
受
講
料	

	

無
料
（
第
１
棟
展
示
室
で
の
解
説
は
観
覧
料
が
必
要
で
す
）

行
事
予
定

☆
れ
き
は
く
ゼ
ミ
ナ
ー
ル（
約
90
分
程
度
）　
＊
事
前
申
込
不
要

　�

当
館
学
芸
員
が
石
川
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
話
題
に
つ
い
て
、
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え

て
お
話
し
し
ま
す
。

☆
学
芸
員
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説（
約
30
分
程
度
）　
＊
事
前
申
込
不
要

　
当
館
学
芸
員
が
博
物
館
の
見
ど
こ
ろ
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

☆
古
文
書
講
座（
前
期・
後
期
各
3
回
、
定
員
40
名
）

　
当
館
学
芸
員
が
古
文
書
の
読
み
方
や
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　
＊
前
期
分
の
申
込
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。
後
期
分
の
受
講
生
は
別
途
募
集
し
ま
す
。

＊�結婚式の前撮りは、閉館後に行われ
ました。
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〒920-0963　石川県金沢市出羽町3-1
TEL：076-262-3236　FAX：076-262-1836
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http://ishikawa-rekihaku.jp/

歴
史
体
験
ひ
ろ
ば

　
「
歴
史
体
験
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
直
接
さ
わ
っ
て
歴
史
を

体
感
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
用
意
し
、
メ

ニ
ュ
ー
の
更
新
も
随
時
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
来
館
さ
れ

た
方
か
ら
「
本
当
に
触
わ
っ
て
い
い
の
？
」
と
よ
く
聞
か

れ
ま
す
が
、
実
際
に
触
れ
る
本
物
の
資
料
も
中
に
は
あ
り

ま
す
。「
昔
の
学
校
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
懐
か
し
い
木
の
机

や
椅
子
で
昔
の
教
科
書
を
見
た
り
、
靴
を
脱
い
で
あ
が
れ

る「
い
ろ
り
」
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
一
番
人
気
の「
へ

ん
し
ん
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
」
で
は
、
着
て
み
た
い
歴
史
衣
装

と
ス
ク
リ
ー
ン
背
景
を
選
び
記
念
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で

き
、
新
た
に
十
二
単
と
利
家
の
甲
冑
（
子
ど
も
サ
イ
ズ
）

が
加
わ
り
ま
し
た
。
休
日
に
は
、
係
が
汗
を
か
き
な
が
ら

着
付
け
を
し
て
い
た
十
二
単
は
し
ば
ら
く
お
休
み
し
、
雛

祭
り
が
近
づ
い
た
頃
に
再
登
場
し
ま
す
。

　
な
お
、
体
験
ひ
ろ
ば
の
期
間
限
定
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
つ

い
て
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。「
い
し
か
わ
れ
き

は
く
」
で
検
索
で
き
ま
す！

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
・

大
韓
民
国
国
立
全
州
博
物
館
姉
妹
館
交
流
25
周
年
記
念

秋
季
特
別
展

「
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

王お
う

朝ち
ょ
う

─
宴う

た
げ

と
儀ぎ

礼れ
い

の
世
界
─
」

９
月
13
日（
日
）～
11
月
８
日（
日
）
会
期
中
無
休

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
る
姉
妹
館
交
流

展
の
テ
ー
マ
は
「
朝
鮮
王
朝
」。
日
本
で
も
歴
史
ド
ラ
マ

や
映
画
で
お
な
じ
み
の
朝
鮮
時
代
に
つ
い
て
、
宮
廷
に
お

け
る
荘
厳
な
儀
礼
と
、
華
や
か
な
宴
の
世
界
を
中
心
に
ご

紹
介
し
ま
す
。
今

回
、
韓
国
の
国
立

博
物
館
か
ら
約

百
点
の
文
化
財
が

出
品
さ
れ
ま
す
が
、

王
の
権
威
を
象
徴

す
る
「
日に
ち

月げ
つ

五ご

峰ほ
う

図
屏
風
」
や
、
世

界
で
も
比
類
な
き

儀
式
記
録
で
あ
る

「
儀ぎ

軌き

」
な
ど
、
そ

の
大
部
分
が
日
本

初
公
開
。
朝
鮮
王

朝
の
真
髄
に
ふ
れ

る
、
ま
た
と
な
い

機
会
で
す
。
ど
う

ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

展
覧
会
予
告

第21代王・英
ヨン
祖
ジョ
の玉寶（印章）

韓国国立古宮博物館蔵
戊申年進饌図屏風（昌徳宮での宴の様
子）　韓国国立中央博物館蔵
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